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１．はじめに

鹿革は主に武道具用革に使用されている。ホルムアルデ

ヒドで鞣した鹿革（以下、白革という）を燻した革（以下、

燻し革という）は弓道の手袋用革に使用されている。また、

燻し革をインジゴで染色した革（以下、インジゴ染色燻し

革という）や白革をインジゴで染色した革（以下、インジ

ゴ染色白革という）は剣道の手袋用革に使用されている。

白革を燻すことやインジゴで染色する作業は、いずれも手

間のかかる手作業で行われている１）。革を目的の色調にす

ることは重要であるが、常に同じ色調にするのは困難であ

る。

著者は、武道具用鹿革の製造方法の技術改善について検

討を行ってきた。燻し革及び白革のドラムによるインジゴ

の染色は、革の色濃度を調節することができ、染色操作の

合理化がはかれることを報告した２～４）。しかし、燻し革や

インジゴ染色燻し革及びインジゴ染色白革の色調や染色堅

ろう度についての報告２,３）は少ない。また、革の色調は保

管中に変色することがあるが、保管による色調や染色堅ろ

う度の変化については検討されていない。

そこで、本研究では、燻し革とインジゴ染色燻し革及び

インジゴ染色白革の色調と染色堅ろう度について、調製直

後と６ 月間保管した革を比較検討した。

２．実験方法

2.1 白革の調製

白革は、中国産の乾燥鹿皮を水漬けし、その後フレッシ

ングマシンで銀面除去による脱毛とフレッシングを同時に

行った。その皮をTable １に示した方法によりホルムア

ルデヒドで鞣し、厚さを１㎜に調整した。この革を10㎝×

10㎝の大きさに裁断し、５枚を１組（重さ約80 ）として

染色に使用した。

この革の化学分析及び物理試験はJIS K 6550に基づき

測 定 し た 。 そ の 他 の ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 結 合 量 は 、

Highberger and Retzsch法５）により測定した。剛軟度は

JIS L 1096のカンチレバー法で測定した。

Table．1 Formaldehyde tannage of the deer skin for

white leather

2.2 燻し革の調製

燻し革は、前項の白革を木製のドラムに肉面側を内側に

して貼り付け、かまどの上で回転させながら、藁をくすべ、

その煙によって白革を着色する方法で調製した。この方法

で調製した燻し革を10㎝×10㎝の大きさに裁断し、５枚を

１組として染色に使用した。

この燻し革の化学分析及び物理試験は、前項の白革と同

様の方法で行った。

2.3 燻し革と白革の性状

染色に用いた燻し革及びその原材料である白革の化学分
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武道具用鹿革である燻し革やインジゴ染色燻し革及びインジゴ染色白革の色調は非常に重要である。

しかし、これらの革はしばしば長期間保管され、保管中に変退色することがある。そこで、本研究では、

これらの革を冷暗所に６ 月間保管し、色調と染色堅ろう度について検討を行った。その結果、色調に

ついては、燻し革に変化が認められた。しかし、染色堅ろう度については、いずれの革にも大きな変化

が認められなかった。



析値及び物理的性質はTable ２のとおりであった。

Table．2 Chemical composition and physical proper-

ties of the white leather and the smoked

formaldehyde leather

燻し革と白革ともにホルムアルデヒド結合量は、約11m

g／gであり、熱収縮温度は80℃であった。ホルムアルデ

ヒド鞣しは十分に達成されていると考えられた。

燻し革と白革を比較すると、燻し革は白革より伸びの値

が僅かに小さく、剛軟度の値が大きかった。これは燻しに

よる影響と考えられる。これらの革を染色し実験に用いた。

2.4 染色方法

2.4.1 染料溶液の調製

染料溶液は、Mitsui Indigo Pure EXN（㈱三井東圧

染料製）40 を水８ （30℃）に加え、さらに、水酸化カ

ルシウム200 、亜鉛末120 を加えてpH13で還元し、イ

ンジゴロイコ体の濃度を0.5％に調製し、液温を30℃に保

ちながら72時間静置した。

2.4.2 革の染色方法

染色は、試験用ガラス製ドラム（直径20㎝、幅15㎝）を

用い、染料溶液（30℃）と燻し革または白革を入れ（浴比

10 1 ）、30分間回転した。その後脱水し、10倍量の水（3

0℃）で10分間水洗した。脱水後、革を広げて酸化させた。

2.5 染色革の保管

革の保管は、温度20℃、相対湿度65％の暗所で６ 月間

放置した。

2.6 革の色調の測定

革の表面の色調は、日立カラーアナライザC-2000（㈱

日立製作所製）を用い、革の１枚について、それぞれ５箇

所のL＊、a＊、b＊ 値を測定し、平均値を求めた。

2.7 革の染色堅ろう度試験

革の耐光堅ろう度は、JIS L 0842（カーボンアーク灯

光20時間照射）で試験し、革の変退色を変退色用ブルース

ケールで判定した。染色摩擦堅ろう度はJIS K 6547（摩

擦試験機Ⅱ形）で乾燥試験、湿潤試験、汗試験を行い、摩

擦による革の変退色と、綿に対する汚染を判定した。また、

汗堅ろう度はJIS L 0848で試験し、革の変退色と綿及び

毛に対する汚染を判定した。

３．結果及び考察

3.1 革の保管による色調の変化

革の保管による色調の変化を調べるために、調製直後と

６ 月間保管後の色調の測定を行い、その結果をFig.１に

示した。
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Fig.1 Change in color values of the smoked and the

indigo dyeing leather after storage.

Smoked leather

Indigo dyeing smoked leather

Indigo dyeing leather



燻し革の色調は、６ 月間の保管により、明るさ（L＊

値）、赤味（a＊値）、黄味（b＊値）が減少した。

また、インジゴ染色燻し革の色調は、明るさが減少し、

赤味と青味が増加した。さらに、インジゴ染色白革の色調

は、青味が僅かに増加した。

これらのことより、革の保管中に変退色することがある

のは、光があたるか、あるいは高温多湿のような条件で、

保管されていることが推測される。

3.2 耐光堅ろう度

革の保管による耐光堅ろう度の変化を検討するために、

調製直後と６ 月間保管後の耐光堅ろう度試験を行い、そ

の結果をTable ３に示した。

Table．３ Color fastness to light test of smoked and

indigo dyeing leather before and after the

storage

燻し革の変退色は、調製直後及び６ 月間保管後の革の

両方ともが１級で変化が認められなかった。また、インジ

ゴ染色燻し革とインジゴ染色白革の変退色は、調製直後及

び６ 月間保管後の革の両方が、４級と６級で変化がなかっ

た。インジゴ染色燻し革の変退色がインジゴ染色白革の変

退色と比べて劣るのは、燻し革が稲藁の煙成分による着色

で、堅ろう度が低いためと考えられる。

3.3 摩擦堅ろう度

調製直後と６ 月間保管後の革について、摩擦堅ろう度

試験を行った。その結果をTable 4に示した。

燻し革については、調製直後及び６ 月間保管後の変退

色が、全てにおいて５級で変化を認めなかった。摩擦布の

汚染は、湿潤試験で２－３級が１－２級に変化した。しか

し、他の試験での汚染については変化がなかった。また、

インジゴ染色燻し革については、全てにおいて変化を認め

なかった。インジゴ染色白革については、湿潤試験とアル

カリ性汗試験の摩擦布の汚染が、１－２級から１級に変化

した。しかし、他の試験での汚染には変化がなかった。

これらのことより、冷暗所で革を保管すると、変退色に

はほとんど変化がない。しかし、汚染についてはわずかに

変化する。

3.4 汗堅ろう度

調製直後と６ 月間保管後の革の汗堅ろう度試験を行っ

た。その結果をTable ５に示した。

Table 5 Color fastness to perspiration test of

smoked and indigo dyeing leather before

and after the storage
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Table．4 Color fastness to rubbing test of smoked and indigo dyeing leather before and after the storage

The scores were determined by gray scale and calculated the average of 5 leathers.



燻し革については、６ 月間の保管により変退色が向上

したが、添付白布への汚染は全てが低下した。また、イン

ジゴ染色燻し革とインジゴ染色白革については、６ 月間

の保管により変退色が変化しなかったが、添付白布への汚

染はほとんどが低下した。これらのことより、冷暗所であっ

ても革を保管すると、汗堅ろう度における添付白布の汚染

は、低下することが明らかになった。

４．ま と め

燻し革とインジゴ染色燻し革及びインジゴ染色白革を恒

温恒湿室で遮光して、６ 月間保管し、革の色調及び染色

堅ろう度について検討した。

その結果、６ 月間保管した革の色調において、燻し革

は、暗色になり、赤味と黄味がわずかに減少した。インジ

ゴ染色燻し革及びインジゴ染色白革は明るさが変化せず、

赤味と青味がわずかに増大した。

また、染色堅ろう度において、調製直後と６ 月間保管

した革の耐光、摩擦堅ろう度では大きな変化が認められな

かった。しかし、汗堅ろう度では保管により添付白布に対

する汚染が低下の傾向を示した。
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